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１．会社概要 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業者名及び 

代表者名 

株式会社みすずコーポレーション 

代表取締役社長 塚田裕一 

■ 所在地 本社・本社工場： 

〒３８０－０９２８ 長野市大字若里１６０６番地 

電話 ０２６－２２６－１６７１(代表) 

更北工場： 

〒３８１－２２１２ 長野市小島田町字中村北沖２１２２－１ 

電話 ０２６－２８４－５１６５ 

山梨工場： 

〒４０６－０８５４ 山梨県笛吹市境川町寺尾５２６－１ 

電話 ０５５－２６６－５１６１  

北アルプス大町工場： 

〒３９８－０００４ 長野県大町市常盤９２７２番地 

電話 ０２６１－８５－２３０２ 

■ 対象事業所 本社・本社工場、更北工場、山梨工場、北アルプス大町工場  

東京支店、名古屋支店、大阪支店、札幌営業所、仙台支店、 

広島支店、四国営業所、福岡営業所（２０２４年３月） 

■ 管理責任者氏名 

■ 担当者連絡先 

環境管理責任者： 設備統括本部 取締役統括本部長 牧 茂 

担当者：リサイクル管理部 部長 宮尾幸彦 

連絡先：電話 ０２６－２２６－１６７１  Ｆａｘ ０２６－２２３－２２７１ 

■ 事業内容 凍り豆腐、油揚げ及び味付け油揚げ等の研究開発、製造及び販売 

再生可能エネルギーによる発電及び電気の販売 

■ 総売上高 

■ 従業員数 

■ 工場の規模 

２０，１１４百万円（２０２４年３月） 

９２５名（２０２４年３月） 

工場延べ床面積： 

本社 36,307㎡更北 3,982㎡・山梨：3,232㎡・大町：13,470㎡(2024 年 3月) 

敷地面積： 

本社 54,400㎡更北 7,238㎡・山梨：7,513㎡・大町：20,899㎡(2024 年 3月) 



 

 

２．ＳＤＧｓの取り組み 

■ ＳＤＧｓ達成に向けた経営方針等 

「健康」と「環境」というかけがえのない宝に寄与する大豆加工食品製造・販売企業として、また、豊かな日本の伝

統でもある和食文化を継承する企業としての誇りと責任を持って、社員一人ひとりがそれぞれの部門で、資源循環

型システムの改良や環境保全・労働環境の改善に力を発揮し、ＳＤＧｓの達成に貢献していきます。 

 

主な取組  

       

 

重点的な取組 １  環境 

内容 

製造工程で排出されるＣＯ２排出生産原単位の削減 

 

２０３０年に向けた指標 

ＣＯ２排出量原単位で５％削減（２０１８年度２９．１３ｔ－ＣＯ２／百万枚） 

 

重点的な取組 ２  環境 経済 

内容 

社会課題解決をテーマとした製品の開発と販売を推進 

 

２０３０年に向けた指標 

副産物を利用しての商品出荷数増加１２０％ 

 

重点的な取組 ３  社会 

内容 

働きやすい労働環境の支援を推進 

 

２０３０年に向けた指標 

企業内保育園の運営維持。産休・育休明けの復職率１００％ 

 

長野県ＳＤＧs 推進企業として「より良い未来へのゴール」に向けた様々なアクションを起こしていきます。 

 

 

 

 

▲長野県 SDGs 

推進企業 HP 



 

 

３．環境経営方針 

 



 

 

４．エコアクション２１推進体制 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（営業統括事業部） （設備統括本部）

全支社・支店および営業所 本社各工場

(管理統括本部）

（商品開発部）

更北工場 山梨工場 北アルプス大町工場

（生産統括事業部）

社長

環境委員会
委員長：環境管理責任者

本　社　各　部　門

(業務統括本部）

・リサイクル管理部
・設備管理部
・管理統括本部
・品質管理部
・品質保証部
・生産統括事業部

事務局



 

 

５．環境経営目標と実績 

■ 中期（２０２１年度～２０２３年度）環境経営目標 

1. 食品廃棄物の排出量は２０２３年度には排出量の原単位で２０２０年度比３％削減した量を目標とする。食品

リサイクル率は２０２０年度実績を維持する。 

2. 使用エネルギーを２０２３年度には、エネルギー原単位で２０２０年度比３％削減し、ＣＯ２排出量はＣＯ２排出

量原単位で２０２０年度比３％減少させる。 

3. 水使用量については、全社的な水削減活動を展開し、２０２３年度には原単位で２０２０年度比３％削減する。

可燃ごみ・廃プラの廃棄量は、工場は２０２３年度には廃棄量の原単位で２０２０年度比３％削減した量を目

標とする。直管部門は毎年、廃棄量を１％削減する。 

4. 化学物質使用量は既定量を遵守し、適正な管理を行う。 

5. グリーン購入を推進する。購入時に必要性を考え、環境負荷が出来るだけ少ないものを選ぶ。 

6. 環境経営レポートには当社の資源循環型企業としての考え方や行動を記載し、営業活動等においても企業姿

勢を明確にする。 

7. コンプライアンスの体制を維持する。 

 

 

■ ２０２３年度 全社環境経営目標 

年度目標は次のとおりとする。 

1. 食品廃棄物の排出量を２０２３年度には、２０２２年度の原単位比１％削減し、食品リサイクル率は２０２０年

度実績を維持する。 

2. 使用エネルギーを２０２３年度には、エネルギー原単位で２０２２年度比 1％削減し、ＣＯ２排出量を、ＣＯ２排

出量原単位で２０２２年度比１％減少させる。 

3. 水使用量については、全社的な水削減活動を展開し、原単位で２０２２年度比１％削減する。可燃ごみ・廃プ

ラの廃棄量は、工場は２０２２年度の原単位比１％、直管部門は廃棄量１％をそれぞれ削減する。 

4. 化学物質使用量は既定量を遵守し、適正な管理を行う。 

5. グリーン購入を推進する。購入時に必要性を考え、環境負荷が出来るだけ少ないものを選ぶ。 

6. 環境活動レポートには当社の資源循環型企業としての考え方や行動を記載し、営業活動等においても企業姿

勢を明確にする． 

7. コンプライアンスの体制を維持する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■ ２０２３年度環境経営目標と実績                           

○＝達成 △＝未達 

 ２０２３年度 全社環境経営目標 ２０２３年度実績 
評

価 

１ 

食品廃棄物排出量 

２０２２年度の原単位比１％削減 

   

原単位売上 

原単位で 0.91ｔ/百万円（2022 年度 1.06ｔ/百万円）

と 14.2％減少   

食品廃棄物発生量：18,379ｔ       ※１ 

○ 

原単位生産量 

原単位で 13.90ｔ/百万枚（2022 年度 14.43ｔ/百万

枚）と 3.7％減少   

食品廃棄物発生量：18,379ｔ 

○ 

食品リサイクル率 

２０２２年度実績の維持 

  

食品廃棄物の再生利用実施率は 99.3％ ○ 

２ 

使用エネルギー量 

２０２２年度原単位比１％削減 

  

原単位売上 

エネルギー原単位で 38,268.2MJ/百万円（2022 年

度 42,582.1MJ/百万円）と 10.1％減少 

使用エネルギー量：769,709,014MJ   ※２ 

○ 

原単位生産量 

エネルギー原単位で 15.01 Kl/百万枚（2022 年度

14.97Kl/百万枚）と 0.3％増加 

使用エネルギー量：19,859Kl(原油換算 Kl）  ※２ 

△ 

ＣＯ２排出量 

２０２２年度原単位比１％削減 

   

原単位売上 

二酸化炭素原単位で 1,785.3ｋｇ-ＣＯ２/百万円

（2022 年度 1,983.5kg-ＣＯ２/百万円）と 10.0%減少 

ＣＯ２排出量：35,909,585kg-ＣＯ２     ※２ 

○ 

原単位生産量 

二酸化炭素原単位で 27,149.9ｋｇ-ＣＯ２/百万枚

（2022 年度 27,029.2kg-ＣＯ２/百万枚）と 4.5%増加 

ＣＯ２排出量：35,909,585kg-ＣＯ２        ※２ 

△ 

３ 

水の使用量 

原単位で２０２２年度比１％削減 

 

原単位売上 

使用量： 4,313,834ｍ３/年 

原単位で 215.5ｍ３/百万円 

（2022 年度 254.4ｍ３/百万円）と 15.3%減少 

○ 

原単位生産量 

使用量： 4,313,834ｍ３/年 

原単位で 3,261.5ｍ３/百万枚 

（2022 年度 3,466.9ｍ３/百万枚）と 5.9%減少 

○ 



 

 

４ 

可燃ゴミ・廃プラの廃棄量 

  工場部門：２０２２年度  

原単位比１％削減 

直管部門：２０２２年度  

廃棄量１％削減 

   

原単位売上 

全社：原単位で 0.0144ｔ/百万円 

（2022 年度 0.0166ｔ/百万円）と 13.3％減少 

可燃ゴミ・廃プラ量：288.72ｔ       ※３ 

○ 

原単位生産量 

全社：原単位で 0.218ｔ/百万枚 

（2022 年度 0.226ｔ/百万枚）と 3.5％減少 

可燃ゴミ・廃プラ量：288.72ｔ        

○ 

５ 

営業部門における当社環境への取り組

み、資源循環型企業の考え方の明確化 

  

営業活動において、商談などの際に環境経営レポートを活用し、ＳＤＧｓ

の内容を含めて、お客様に当社環境への取り組みを説明することを実践

している。また、お取引先の工場見学時にもレポートを配付している。 

○ 

６ 

グリーン購入の推進 

     

工場内への持込規制により購入品が限定される中ではあるが、購入前

検討事項として、必要性、耐久性、ごみの発生が少ない商品を選ぶと共

に、価格とも対比して購入商品を選択。継続的に実施している。 

△ 

７ 

コンプライアンスの体制整備 

  

緊急事態発生時に管理者への報告や安否確認が出来る緊急連絡網の

仕組みを構築して運用している。緊急事態発生時には、危機管理委員

会を開催。週次経営会議において状況を報告し、情報を共有している。 

○ 

※１環境負荷とりまとめ表の食品廃棄物発生量を売り上げ高で割った数値を原単位としました 

※２全社数値にて算出しました 

（２０１９年度各電力株式会社の調整後の実排出係数(環境省資料より)） 

※３一般廃棄物+廃プラ排出量を売り上げ高で割った数値を原単位としました 
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使用エネルギー量：原単位生産量
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単
位

：
ｔ/
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食品廃棄物排出量：原単位生産量

原単位生産量計算式 

原単位量 ： 2021 年度 1,271.64 百万枚 

       ： 2022 年度 1,310.94 百万枚 

       ： 2023 年度 1,322.64 百万枚 

計算式 ： 発生量（ｔ）÷原単位量（百万枚） 

 



 

 

６．次年度環境経営目標と環境活動計画 

■ ２０２４年度環境経営目標と環境活動計画 

年度経営目標は次のとおりとする。 

1. 食品廃棄物の排出量を２０２４年度には、２０２３年度の原単位比１％削減し、食品リサイクル率は２０２３年度

実績を維持する。 

2. 使用エネルギーを２０２４年度には、エネルギー原単位で２０２３年度比 １％削減し、ＣＯ２排出量を、ＣＯ２排

出量原単位で２０２３年度比１％減少させる。 

3. 水使用量については、全社的な水削減活動を展開し、原単位で２０２３年度比１％削減する。可燃ごみ・廃プ

ラの廃棄量は、工場は２０２３年度の原単位比１％、直管部門は廃棄量１％をそれぞれ削減する。 

4. 化学物質使用量は既定量を遵守し、適正な管理を行う。 

5. 副産物の有効利用による拡販を推進する。社会課題解決をテーマとした活用を検討し、製品の開発や販売に

取り組む。 

6. ＳＤＧｓに取り組み、自社事業が環境・経済・社会に与える影響を理解し、職場活動や社会及び地域貢献活動

を推進する。 

7. 環境活動レポートには当社の資源循環型企業としての考え方や行動を記載し、営業活動等においても企業姿

勢を明確にする。 

8. コンプライアンスの体制を維持する。 

 

  



 

 

７．主要な環境経営計画及び環境活動と結果の評価 

■ ２０２３年度環境経営計画 

1. 環境教育 

環境教育を実施し、社員の環境への意識を高める。（年１回） 

2. 食品廃棄物のロス削減及びリサイクルの推進 

ＭＰＳ活動（小集団活動）でロス削減目標をテーマとし、改善活動に取り組む。 

3. 緊急事態対応訓練の実施 

緊急事態を想定した各種の教育・訓練を実施する。（年１回以上） 

4. 省エネルギー対策 

燃料（都市ガス）・電気を中心とした、省エネルギー活動を実施する。 

各省エネ事例の収集と補助金活用の検討。 

5. 環境コミュニケーション及び社会貢献 

環境強化月間を設定し、工場周辺清掃活動や周辺河川清掃を実施する。 

環境活動により、地域貢献活動を推進する。 

 

 

 

■ 環境活動と結果の評価 

1. エコアクション２１教育（２０２３年１０月） 

環境経営レポート（２０２２年度）を各職場に配布し、環境教育を実施しました。

 

  



 

 

2. 食品廃棄物のロス削減及びリサイクルの推進 

【廃棄物のリサイクルの推進】

 

           　　　　　 　　　  食品廃棄物の再生利用率　９９．３％

食品廃棄物発生量(年間） 再生利用

18,379 非再生利用

単位:t／年

生おから 　　植物性残渣 　 フライ廃油

14,791 2581 　 1007

自社利用 販売 業者委託 業者委託 販売 販売 業者委託 業者委託 業者委託 業者委託 自社利用 販売

乾燥用 堆肥用 堆肥用 メタン 餌用 メタン 堆肥用 餌用 メタン 焼却 おから 油脂製品
生おから 生おから 生おから 発酵 残渣 発酵 残渣 残渣 発酵 乾燥燃料

14,722 6 6 57 96 422 732 1123 208 0 195 812

乾燥
おから

5,433

その他廃棄物

排水分離 排水 汚泥
残渣
1,520 1787

販売 販売 自社利用 自社利用 自社利用 業者委託 販売

メタン 油脂製品 メタン メタン 乾燥用 堆肥用 堆肥用
発酵 発酵 発酵 汚泥 汚泥 汚泥

188 4 1,520 1511 221 55

　　バイオマス発電 菌体
　　　   　(売電） 肥料

　　　　1,634,128ｋｗｈ 235

排水分離
廃油
192



 

 

【ＭＰＳ改善活動報告（食品廃棄物のロス削減）】 

ＭＰＳ改善活動開始から７年目を迎え、２０２３年度で１３回目となりました。現在では直接部門だけでなく、間接

部門でも活発な活動が行われております。社内の改善活動として強く根付き、ロス削減やエネルギーコスト削減な

ど幅広い内容を改善活動テーマとして取り組んでおります。また、ＭＰＳ改善活動を通して蓄積されたデータは、同

テーマ内容で取り組む際、水平展開し活用されています。 

２０２３年度に実施した改善活動で、優秀な成績をおさめたサークルの活動内容を紹介します。 

 

 

第１３回 ＭＰＳ改善活動 

金賞：北工場 加工第二 北二郎サークル 

「４号スチーマー取出し部落下Ｐ数削減及び間欠運転による電力量削減」 

スチーマー取出し部での製品落下数が多く、ピンホール、汚れ付着などのロス削減および電力単価高騰しているこ

とを受け活動。リテーナーの傾けローラー設置によるパック表面の水滴除去、取り出し部吸盤の設置位置検証や材

質変更などの対策により落下パック数は大幅に減少し、また前回活動５号スチーマーで効果を確認できた取り出し

真空ポンプの間欠運転の水平展開により電力量原単位当１４％の削減となった。 

 

  ・傾けローラー       ・取り出し部 吸盤 対策前         ・取り出し部 吸盤 対策後 

 

 

 

 

 

 

 

 ・落下パック数割合                 ・取り出し真空ポンプ 間欠運転 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スチーマーの操作盤に真空ポン

プ用のインバーターを設置し、吸

引時間６．８秒間のみ、さらに周

波数を６０Ｈｚから４０Ｈｚに下げ

て真空ポンプのモーターを回転

させる稼働を開始した。 

 



 

 

VD9号　シャトルコンベアでの投入時に揚げが乱れるため落下位置の板にバネを入れ落下する高さを小さくしバネで衝撃を減らす

落下位置15ｍｍアップ

VD10号　切り替え弁の更新

第１４回 ＭＰＳ改善活動 

銀賞：東工場 加工第二 ザ・セカンドサークル 

「一次ロス５％削減 （切断不良、アワシワ対策、改善提案の見直しと水平展開）」 

一次ロス率推移が安定せず、単月毎でも上昇傾向であったため改善活動を実施。過去のＭＰＳ改善活動で同テ

ーマとして活動していた他職場の内容の水平展開、切換え弁の更新によるスープ注入不良削減、シャトルコンベア

からの揚げ落下位置にバネを取り付けることによる揚げ乱れの防止、吸い取り君の吸引部に溝を入れることでシール

面のスープ吸引力強化などの対策実施により、一次ロス率は０．７３％から０．７０％に減少した。 

 

・対策実施内容 

         ＶＤ10 号 切り替え弁の更新 

 

 

 

 

 

ＶＤ９号 シャトルコンベアでの投入時に揚げが乱れるため落下位置の板にバネを入れ落下する高さを小さくしバネで衝撃を減らす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 緊急事態対応訓練 

緊急事態を想定した各種訓練を実施しました。 

【火災通報訓練、避難訓練、初期消火訓練】 

   

吸い取り君でシール面のスープを除去しきれず泡やかみこみの 

原因になっていたため、吸い取り君に溝を入れてより吸いやすくする 



 

 

【油流出訓練】                                        【停電訓練】 

【油圧オイル流出訓練】 

 

 

 

 

 

 

【油圧オイル流出訓練】 

 

 

 

 

 

 

【排水事故、騒音対応訓練】 

 

 

 

 

 

 

 

4. 省エネルギー対策 

■非化石エネルギー導入 

北アルプス大町工場へ太陽光発電導入（ＰＰＡ事業活用）  ２０２４年２月運用開始 

・発電出力  ---１，１３３ｋＷ  

・年間発電量  ---１３７万ｋＷｈ/年 

・ＣＯ２排出削減量 ---５５０ｔ/年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■省エネルギー対策 

電気・ガスの使用量は前年対比９９．２％。単位生産量においては前年対比０．３％増加。 

大町工場新ライン立上げに伴い、生産に寄与しないエネルギー使用があった為です。 

省エネ対策を継続しつつ、更なる強化を推進し、原単位削減を目指します。 

設備の省エネルギー化① 

間欠運転制御化改造（水平展開） 

 

設備の省エネルギー化② 

室外機への散水（水平展開） 

 

設備の省エネルギー化③ 

地下水利用クーラの採用（水平展開） 

 

設備の省エネルギー化④ 

エアーコンプレッサー高効率化更新 

 

設備の省エネルギー化⑤ 

ドレン回収再利用機器の導入 

 

設備の省エネルギー化⑥ 

徹底した断熱 

 

 

  



 

 

5. 環境コミュニケーション及び社会貢献 

環境強化運動実施内容 

№ 運  動 実施日 活 動 内 容 

１ 工場周辺河川清掃 ３月、７月、１１月 工場周辺河川の清掃を実施 

２ 
工場周辺および 

敷地内、駐車場清掃 

５月、９月 

 

工場外周りの空き缶・ごみ拾い草取り等の清掃活動 

敷地内草取り・排水路掃除、駐車場の草取り 

３ 特定敷地内草取り ８月 アークス井戸周辺草取り 

４ 
ノーマイカー通勤 

エコドライブ通勤 
９月１５日～３０日 

ノーマイカー通勤 

・延べ通勤距離          ２４０ｋｍ 

・削減した燃料使用量       ２０．７ℓ 

・削減した二酸化炭素使用料   ４８．０－ＣＯ２ 

エコドライブ通勤 

・延べ通勤距離          ７，２３２ｋｍ 

・削減した燃料使用量       ６２．３ℓ 

・削減した二酸化炭素使用料   １４４．５－ＣＯ２ 

   
 

８．次年度の環境経営計画 

■ ２０２４年度環境経営計画 

1. 環境教育 

環境教育を実施し、社員の環境への意識を高める。（年１回） 

2. 食品廃棄物のロス削減及びリサイクルの推進 

ＭＰＳ活動（小集団活動）でロス削減目標をテーマとし、改善活動に取り組む。 

3. 緊急事態対応訓練の実施 

緊急事態を想定した各種の教育・訓練を実施する。（年１回以上） 

4. 省エネルギー対策 

燃料（都市ガス）・電気を中心とした、省エネルギー活動を実施する。 

各省エネ事例の収集と補助金活用の検討。 

5. 環境コミュニケーション及び社会貢献 

環境強化月間を設定し、工場周辺清掃活動や周辺河川清掃を実施する。 

環境活動により、地域貢献活動を推進する。 



 

 

９．適用法令の遵守状況（２０２３年度） 

法規制等の名称 遵守状況 

廃棄物の処理及び清

掃に関する法律 

産業廃棄物管理票（マニフェスト）及び多量排出事業者の定期報告 

長野市環境部 廃棄物対策課への提出（６月実施） 

食品リサイクル法 関東農政局へ報告書提出（６月実施） 

省エネ法 関東経済産業局・関東農政局への報告書提出（７月実施） 

地球温暖化対策法 長野県環境部への報告書提出（７月実施） 

騒音規制法 特定施設の新設なし 

水質汚濁防止法 
排水処理の排出基準において超過なし 

特定施設変更届出（北アルプス大町工場） 

浄化槽法 
年１回法定検査（本社４月、更北２月実施） 

保守点検 １回／２ヶ月 

市公害防止条例 水量の定期報告（４月実施） 

大気汚染防止法 ばい煙量等の測定実施 

フロン排出抑制法 
フロン機器の簡易点検４回/年、定期点検１回/年の実施 

フロン機器の廃棄時の、フロンガス回収に対しての遵守 

遵守状況確認日 ２０２４年３月３１日 

 

上記の他、環境関連法令を遵守した活動を行っており、訴訟等もありませんでした。 

油あげ工場においては、排気ダクトの清掃を定期的に実施し、油臭対策に努めております。 

本社工場及び新設大町工場においては脱臭装置設置により周辺環境への臭気対策を実施しております。 

  



 

 

10．経営者コメント 

 新型コロナウイルス感染症の５類への移行に伴い、経済活動も正常化に向かう一方でロシアによるウクライナ侵

攻の長期化と中東情勢の悪化により電気、ガス等のエネルギー価格の上昇と、大豆、植物油、包材等の原材料価

格の高騰、そして急激な円安により収益に大きな影響を及ぼしております。このような状況の中、製造原価の大幅な

増加を吸収するための値上げ等の効果により２０２３年度決算は、凍り豆腐部門は対前年１０７％、油揚加工部門

では加工市販用が１０８％、加工業務用製品は１１８％と回復しつつある状況です。 

 工場においては北アルプス大町工場に新たに業務用ラインの導入を実施し、現在うどん用生産設備、味しみ油揚

生産設備の３ラインが稼働しています。また、大町工場に導入した自動化ラインを水平展開し、本社油揚工場で油

揚合理化設備として２ライン稼働しています。今後も関連ラインへの導入計画と凍豆腐工場の合理化を積極的に進

めて行く予定です。更北工場では合理化と製品の安全性の向上を目的としてシート食品の自動検査機を導入しま

した。 

 エネルギー使用量は微減しましたが、北アルプス大町工場の新ライン立上げに伴い、生産に寄与しないエネルギ

ー使用量が発生したため、原単位生産量がわずか０．３％悪化しました。 

引き続き積極的な設備改善と改造による効果的な省エネ対策を実施・推進して参ります。 

また、非化石エネルギー導入拡大の一歩として、北アルプス大町工場に太陽光発電設備を導入しました。これを機

に北アルプス大町工場の電力におけるＣＯ２排出ゼロ工場を推進して行くことに加え、カーボンニュートラルへ向け

た計画立案を行って参ります。 

環境面では、廃棄ロスの削減と有効活用・稼働率の向上・返品ロスの削減を全社の目標として活動を進めます。

資源循環型生産の取組みに関しては、生おからの乾燥設備を北アルプス大町工場に増設し稼働しています。また、

余剰汚泥の菌体肥料化、メタンガス利用によるバイオマス発電も順調に稼働しています。外部コミュニケーションに

伴う異臭対策、工場周辺の環境整備にも引き続き積極的に努めます。 

全社に於ける労働環境の整備と労災事故撲滅に向けた安全対策にも積極的に取り組んで参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


